
平成30年度 北九州市立高須小学校 
高須小 家庭学習の手引き

 子どもたちの学力を向上させるためには、家庭の協力が必要です。家庭と協力し合うことで、子どもたちの学力はさらに高められます。

よりよい家庭学習の習慣化に向けて、この手引きと北九州市から配布されている「家庭学習チャレンジハンドブック」を活用されて、子ど

もたちの学力向上にお役立てください。

声かけ・はげまし 

・よくできたね！
・がんばっているね！
・きれいに書けたね！
・◯◯がいいね！
・もう一度やってみようね。家族とのコミュニケーションが豊かになることで情緒が安定し、学習意欲を高めます。

＜学習時間のめやす＞ 

１年生→２０分以上  ２年生→２０分以上  ３年生→３０分以上  ４年生→４０分以上  ５年生→５０分以上  ６年生→６０分以上

◎「早寝・早起き・朝ごはん」を合い言葉に、 

しっかりとした生活リズムをつくる。 

◎家庭学習の時間を自分で決めて実行する。

◎テレビやゲームは、時間を決めて、会話や

読書の時間を作る。

◎外でしっかり遊び、体力作り。

★各学年で身に付けたい力★

＜国語＞ 漢字練習・意味調べ・視写 

音読・読書・日記等 

＜算数＞  計算問題・文章問題 

百ます計算・テストのやり直し 

＜社会・理科・総合的な学習＞ 

・地図帳を使った学習

・疑問に思ったことなど図書資料や

インターネットなどで調べ自分の

言葉でまとめる。

・新聞を読む。

＊授業の復習・予習などを自主的に学習する 

のもよいでしょう。 

家庭学習の内容例
① ひらがな・カタカナが読めて書ける。

② 助詞（を・は・へ）を適切に使い分けて文章

が書ける。

③ 80 字の配当漢字がすべて読め、8 割程度の

漢字が書ける。

④ たし算・ひき算ができる。（くり上がり・くり

下がりのある計算もできる）

⑤ 鉛筆を正しく持って字が書ける。

⑥ 家庭学習チャレンジハンドブック

P18～P39、P56～P57

P70～P79

1年生

① 160 字の配当漢字がすべて読め、8 割程度の漢

字が書ける。

② 教科書がすらすら読める。

③ 九九がすらすら言える。

④ たし算とひき算の筆算ができる。

⑤ 家庭学習チャレンジハンドブック

P18～P39、P56～P57

P70～P79

2年生

① 200 字の配当漢字がすべて読め、8 割程度

の漢字が書ける。

② 国語辞典を使って言葉を調べられる。

③ 簡単なローマ字を読んだり書いたりできる。

④ かけ算の筆算やわり算ができる。

⑤ コンパスや定規を使って簡単な図形がかける。

⑥ 家庭学習チャレンジハンドブック

P18～P39、P56～P57

P70～P79

3年生

① 200 字の配当漢字がすべて読め、8割程度の漢字が

書ける。

② ローマ字の読み書きができる。

③ 国語辞典や漢字辞典を正しく使える。

④ 整数・小数・分数の意味をとらえ、正しく計算が

できる。

⑤ 文章題の意味が分かり、式をたてることができる。 

⑥47都道府県を覚えている。

⑦ 家庭学習チャレンジハンドブック

P18～P39、P56～P57

  P70～P79 

4年生

① 185 字の配当漢字がすべて読め、８割程度の漢字が

書ける。

② 小数のかけ算・わり算ができる。

③ 分母が同じ分数のたし算・ひき算ができる。

④ 割合・百分率を使った問題が解ける。

⑤ 主な国の名称と位置が分かる。

⑥ 家庭学習チャレンジハンドブック

P18～P39、P56～P57

  P70～P79 

5年生

① 181 字の配当漢字がすべて読め、8割程度の漢字が

書ける。

② 分数のたし算・ひき算・かけ算・わり算ができる。

③ 文章の内容をとらえながら正しく読むことができ

る。

④ 歴史上の主な人物の働きを理解する。

⑤ 簡単な政治の働きや仕組み・ 日本国憲法を理解し

ている。

⑥ 家庭学習チャレンジハンドブック

P18～P39、P56～P57

P70～P79

6年生

① 自分の課題(学習内容)を一人

でできる。

② 人との好ましいコミュニケー

ションがとれる。

③ 体験したことや自分の思いを

適切な言葉で伝えることがで

きる。

すみれ学級


